
第３期中期目標・中期計画の方向性等について

中期目標（市）の方向性 中期計画（市大）の方向性

教育

・18歳人口減少の中でも、優秀な学生に選ばれ
　る大学となるための、教育の質の保証・向上

・県内唯一の公立大学医学部として、政策的医
　療、地域医療への一層の貢献を目指した医学教
　育の推進

◎社会情勢や学生のニーズに対応した教育プログラムやカリキュラムの実施
　・文理融合型である国際総合科学部の特徴を継続しつつ、より専門性を
　　持った人材を輩出するための教育プログラムの検証、実施
　・学修の習熟度を増すために、科目に適した教育の実施方法の検討と実施
◎教育のグローバル化の推進
　・グローバル化を見据えた適切な学事暦の検討、実施
　・英語教育環境の更なる充実、多言語運用能力の向上
◎医学教育の充実
　・グローバルスタンダードに準拠した医学教育の提供
　・医師、看護師等国家試験の高合格率を維持するためのきめ細やかな対応
　　の推進
◎学生支援の充実
　・寄附受入の拡充等により財源を確保し、学生の経済的支援や学修環境の
　　充実を図る

研究

・基礎研究力の強化と市大のプレゼンスを高め
　る、特徴ある研究の推進

・先端医科学研究センターを中心とした橋渡し研
　究の着実な推進

・研究成果の早期還元に向けた研究支援機能の充
　実

◎戦略的研究の推進
　・先端医科学研究センターを中心に、将来の医療につながる世界水準の
　　研究を推進する
　・「横浜市がん撲滅対策推進条例」に基づき、先進的な治療につながる
　　がん研究を推進する
◎学術的研究の推進
　・研究の質向上を目指した若手研究人材の育成や女性研究者の支援の充実
　・共同研究の推進
◎研究支援基盤の充実
　・URA機能の強化と協働研究機能の充実

地域貢献

・知的資源や研究成果の地域への一層の還元に向
　けた教育プログラムの充実

・診療を通じた市民医療の向上など、市民生活へ
　の一層の貢献

・都市政策課題から市民生活に密着した身近な課
　題まで、市政課題解決へのさらなる貢献

◎地域課題を解決できる人材の育成
　・教育の中で、地域をフィールドにした取組を積極的に推進する
　・学生の課外活動の支援体制を整え、学生の自主的な活動を支援する
◎地域課題の解決につながる研究及び活動の推進
　・リサーチマップを活用するなどして、教員の地域貢献活動を推進する
　・大学の研究シーズを活かし、地域課題解決に積極的に取り組む
◎地域の活性化につながる事業の推進
　・大学の資源を市民や企業等に活用してもらい、大学の認知度アップに
　　資するとともに連携の基礎を構築する
　・エクステンション講座の充実など、社会人の学びやすい環境づくりに
　　取り組む
◎横浜市の課題解決に資する取組
　・市の施策に積極的に関わり、ビックデータ解析等を通じて課題解決に
　　取り組む
　・市が進める市内各大学との連携について、中心的な役割を担う

国際化

・国際競争力のある魅力的で存在感のある大学を
　目指す取組の推進

・本市国際施策への貢献、医学教育の国際化への
　対応等を通じたグローバル人材の育成及び大学
　の国際化の推進

◎留学生の受け入れ拡充と体制の整備
　・ニーズに合うカリキュラムの構築（英語で行う授業の充実、日本語支援
　　体制の充実等）
　・留学しやすい環境の整備（宿舎の確保、学事歴の見直し等）
◎学生海外派遣プログラムの充実
　・英語教育の充実
　・交換留学先の開拓
　・経済的支援策の充実
◎横浜市の国際施策に連動した事業の推進
　・ネットワークの拡充及び連携分野の拡充（ビジネス、食糧問題等）
　・連携機関の優秀な院生や行政職員等の招へい

附属２病院

・附属２病院の適切な連携と役割分担のもとで
　の、政策的医療及び高度先進医療の提供

・大学病院として、医療人材の育成などを通じ
　た地域医療への一層の貢献・病院経営の基盤
　強化、医療安全管理体制の一層の充実に向けた
　取組の推進

◎医療機能の充実及び高度で質の高い医療の取組
　・「最後の砦」としての政策的医療（救急医療・周産期医療・災害時医療
　　等）の提供
　・地域医療構想を踏まえた高度な医療の推進
　・附属2病院の連携強化と役割分担の明確化
◎人材開発と人材確保に関する取組
　・新専門医制度への対応
　・チーム医療を推進するための人材開発と人材確保
　・大学病院としての医学・看護教育の充実
◎患者・地域・社会に貢献する取組
　・患者サービス、支援体制の充実
　・地域医療連携の充実・強化
　・地域医療従事者向け研修等の充実
◎先進的医療の推進・臨床研究の拡充
◎経営・安全・医療の質に関する取組
　・健全かつ安定した経営基盤の確立
　・医療安全管理体制の充実
　・各種指標の分析・活用

法人経営

・理事長・学長のリーダーシップによる、中長期
　視点に立った経営基盤強化に向けた取組の推進

・市民の信頼や魅力の向上に向けた広報等戦略的
　取組の強化

◎ガバナンス・コンプライアンスに関する取組
◎人材育成・人事制度に関する取組
　・大学・病院運営に適した人事給与制度への見直し
　・プロフェッショナルな職員の育成
　・女性教職員の管理職登用の推進
◎大学・病院を支える基盤づくり
　・ＩＣＴ基盤の充実と活用の推進
　・知名度等を高めるための戦略的な広報の推進
　・卒業生との関係強化
　・施設マネジメントの推進
◎将来の発展に資する取組
　・周年事業（90年、100年）の検討
　・附属2病院の将来構想の検討

平  成  28  年  ７  月  １  日 
横浜市公立大学法人評価委員会 
資        料        12 


	本番イメージ

